
要配慮者利用施設における避難の実効性確保について

　令和４年８月４日

 

　

　　　　　　　　　　　　　　　 １

（タイムラインを作成しよう！）



　要配慮者利用施設における避難確保の重要性

●避難確保が不十分 ・利用者に多くの犠牲者が出た事例

・避難情報の理解が不十分

・水害を想定していない
・土砂災害は想定していたが、
　水害は想定せず

●避難確保が十分 ・利用者や職員が安全に避難できた事例

H28台風10号　岩手県岩泉町　楽ん楽ん R2.7月豪雨　熊本県球磨村　千寿園

・避難確保計画作成、毎年避難訓練実施 2

R元台風19号　埼玉県川越市　　　
　　川越キングスガーデン　　　



　要配慮者利用施設における避難確保の重要性
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　那賀町における災害リスク

那賀町の災害リスクとしては、地震、水害（洪水・雨水出水）、
土砂災害などが考えられますが、本日は次の2つに対する　
避難確保の重要性についてお話しします。

R2.7　球磨川（熊本県人吉市）
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水害（洪水）

土砂災害

NPO法人土砂災害防止広報センター
2014年　広島土砂災害（広島県広島市）

NPO法人土砂災害防止広報センター1995年　地附（ぢづき）山地すべり（長野県長野市）

NPO法人土砂災害防止広報センター1986年　鹿児島豪雨災害（鹿児島県鹿児島市）



平

時

●日頃の備えと早めの避難

早めに避難

大

雨

時

避難のタイミングになったら（※）

②避難場所 ③避難方法・経路　④避難のタイミングなど

（※）避難のタイミング前でも危険と感じたら避難を開始することが大切

※設備・装備品・備蓄品・持ち出し品等の準備も必要です　

5

（ハザードマップなど）

　　 土砂災害 土砂災害警戒区域（イエローゾーン）

施設の水害・土砂災害リスクを知る

      洪水   ①浸水深 ②浸水継続時間　③家が壊れる区域

　
①大雨や台風の情報　　 ③避難情報　

テレビやｲﾝﾀ－ﾈｯﾄなどで情報を集める

②河川の情報　

　
・避難確保計画の作成

・避難教育・訓練の実施

①防災体制



那賀川洪水浸水想定区域図（想定最大規模）

凡　　例　　
浸水した場合に想定される水深

20.0m以上

10.0m～20.0m

　5.0m～10.0m

　3.0m～　5.0m

　0.5m～　3.0m

　0.5m未満

３階建てのビルが水没します

２階建ての木造家屋が水没します

１階の軒までつかる程度

大人の膝までつかる程度

床下浸水

床上浸水が始まる

※想定される浸水区域と浸水深がわかる 　このシミュレーションの実施にあたっては、支川の決壊による
氾濫、シミュレーションの前提となる降雨を超える規模の降雨
による氾濫、内水による氾濫等を考慮していないため、浸水想
定区域や想定浸水深が実際と異なる場合がある。
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●浸水深が0.5～3.0m未満の場合は、1階の居室が浸水
●浸水深が3.0～5.0m未満の場合は、2階の居室が浸水
●浸水しない避難スペースがない場合は、屋内安全確保は×



那賀川洪水浸水想定区域図（浸水継続時間）

凡　　例　　
想定最大規模の洪水に対する浸水継続時間

　　　　　　　　　　　～　12時間

　12時間　　　　　～　24時間(1日)

　24時間(1日)　 ～  72時間(3日)

　72時間(3日) 　～168時間(1週間)　

168時間(1週間)～336時間(2週間)

336時間(2週間)～672時間(4週間)

※浸水する時間がわかる

　なお、このシミュレーションの実施にあたっては、支川の決壊によ
る氾濫、シミュレーションの前提となる降雨を超える規模の降雨に
よる氾濫、内水による氾濫等を考慮していないため、想定される
浸水継続時間や浸水想定区域が実際と異なる場合がある。
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●浸水時間が長くなると水や食糧、薬等の確保が困難
●電気・ガス・水道・トイレ等の使用できない時間が長くなるおそれ
●屋内安全確保の場合は浸水継続時間に応じた対策が必要



凡　　例　　
浸水した場合に想定される家屋倒壊氾濫想定

区域家屋倒壊等氾濫想定区域

※堤防が決壊した場合に、氾濫流で家（木造）が壊れる区域がわかる
　なお、この区域の境界は
厳密ではなく、あくまで目
安であることに留意する必
要がある。　
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那賀川洪水浸水想定区域図（家屋倒壊等氾濫想定区域（氾濫流)）

●この区域内では、屋内安全確保は×



那賀川洪水浸水想定区域図（家屋倒壊等氾濫想定区域（河岸侵食)）

凡　　例　　
河岸侵食による家屋倒壊氾濫想定区域

家屋倒壊等氾濫想定区域

※河岸の侵食により家が壊れる区域がわかる
　なお、この区域の境界は厳
密ではなく、あくまで目安で
あることに留意する必要があ
る。　
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河
岸
浸
食

●この区域内では、屋内安全確保は×



自宅の水害リスクを知る　→　那賀町ハザードﾏｯプ（ウェブ）

クリック

https://gis.chklab.com/ChkMap/naka/
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●中小河川では、現在、洪水浸水想定区域図が作成され
   ていません。このため、中小河川の周辺では、ハザード
   マップに色塗りがされていなくても浸水のおそれがある
   ことに注意が必要



自宅の土砂災害リスクを知る　→　那賀町ハザードﾏｯプ（ウェブ）

クリック
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●土砂災害警戒区域は土砂が流入するおそれ
　 のある区域

●土砂災害特別警戒区域は建物が損壊する
　 おそれのある区域
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自宅の災害リスクを知る　→　徳島県水防・砂防情報ﾏｯﾌﾟ

徳島県水防・砂防情報マップ

https://www.sabo.pref.tokushima.lg.jp/map/

スマートフォン版

https://www.sabo.pref.tokushima.lg.jp/map/sp/ 12



●屋内安全確保（垂直避難・待避）・・浸水深より高い階へ移動

ただし、３条件のクリア必要

①洪水で家が壊れない

　（家屋倒壊等氾濫想定区域でない）

②浸水深より居室が高い

③食料や水、トイレ等が十分で

水が引くまで我慢できる

●立ち退き避難（水平避難）・・浸水想定区域外へ移動
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安全な避難場所・避難経路を考える（水害）

避難行動の基本



イエローゾーンやレッドゾーンの外への避難が避難行動の基本

施設

施設

安全な避難場所・避難経路を考える（土砂災害）

堅牢な建物で土砂が流入
しない高い居室がある場合
は屋内安全確保も可 14



　避難先の選定における留意点

家屋倒壊等氾濫想定区域 土砂災害（特別）警戒区域

施設が下記の区域に該当する

施設の浸水深より高い所に避難スペースがある
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避難場所等一覧（那賀町地域防災計画（R3.7）資料編）

避難先は、災害の種類に応じた場所を選定しましょう。
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●避難のタイミングを決める（警戒レベルと避難行動）

５

４

３

2

1

警戒
レベル

　　　　　 

　　　　　  

命の危険　　　　　　　　
直ちに安全確保！

避難開始

日没までの避難完了
前日の休業判断

情報収集

施設がとるべき行動
避難情報　　

市町村から発令

緊急安全　
確保

避難指示

高齢者等　
避難

警戒レベル相当情報

気象情報 水位

大雨特別警報
氾濫発生情報
洪水。土砂ｷｷｸﾙ
(黒色)

土砂災害警戒情報
氾濫危険情報　　　
洪水・土砂ｷｷｸﾙ
（紫色）

大雨・洪水警報　　　　　　
氾濫警戒情報　　　
洪水・土砂ｷｷｸﾙ
（赤色）

洪水注意報　　　　　　
氾濫注意情報　　　
ｷｷｸﾙ（黄色）

早期注意情報　　　
（警報級の可能性）

氾濫発生・切迫

氾濫危険水位

避難判断水位

氾濫注意水位

警戒レベル４までに必ず避難！

市町村から高齢者等避難（警戒レベル3）や避難指示（警戒レベル４）が発令されたら，危険な場所から速
やかに避難してくだい。また，市町村から避難指示等（警戒レベル）が発令されていなくても，自ら気象情
報等を確認し避難の必要性を判断するとともに，身の危険を感じたら迷わず自発的に避難しましょう！
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避難完了



●避難のタイミングを決める際の留意点

●避難時間は、避難時の状況（天候や時間帯、停
　 電）や避難時の態勢（人数や使用可能車両数
   等）により変わることに注意 18



防災気象情報や避難情報の収集
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避難に役立つ防災気象情報（気象庁）・・地域の防災情報

・市町村で発表される防災気象情報を分野毎に一つのページで閲覧可能
・３種類の危険度分布と雨雲の動きを一つのページで閲覧可能

地震・火山キキクル
(危険度分布)

気象情報 天気 大雪

危険度分布（土砂災害）

危険度分布（土砂災害）

雨雲の動き

危険度分布（洪水）

危険度分布（浸水）

危険度分布（洪水）

発表中の防災情報

警報・注意報(発表状況)

警報・注意報(今後の推移)

天気予報(一覧表)

令和3年2月24日に　
ＨＰをリニューアル

20
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避難に役立つ防災気象情報（気象庁）・・大雨の予報

気象庁HPより

今後の雨（降水短時間予報）

12時間前　～　15時間後

3時間前　～　1時間後

ナウキャスト（雨雲の動き・雷・竜巻）



計画高水位

普段の水位

水防団待機水位

避難判断水位

水位状況

必ず避難

避難指示

高齢者等避難

氾濫危険水位

お年寄り，体の不自由な方など，
直ちに避難できない方は避難開始

リードタイム
(避難時間等)

氾濫危険情報

氾濫警戒情報

氾濫発生情報

水位情報 避難情報

氾濫注意水位
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（水位周知河川：那賀川（県管理区間））

氾濫発生

警戒ﾚﾍﾞﾙ

レベル３

レベル４

レベル５

（和喰水位観測所）

避難に役立つ水位情報



・大雨による中小河川（水位周知河川及びその他河川）の洪水災害発生の危険度の
　高まりを５段階に色分けして地図上に表示。
・危険度の判定には３時間先までの流域雨量指数の予測値を用いて、中小河川の
　特徴である急激な増水による危険度の高まりを事前に確認できる。

避難に役立つ防災気象情報（気象庁）・・洪水警報の危険度分布
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気象庁HP　洪水キキクル（危険度分布）

避難に役立つ防災気象情報（気象庁）・・洪水警報の危険度分布

24



土砂キキクル（気象庁）R4.6.30～運用変更

　　・土砂災害発生の危険度を１kmメッシュ毎に5段階に色分け
　　・避難にかかる時間を考えて２時間先までの予測値を採用
　　・赤色出現で大雨警報（土砂災害）、紫出現で土砂災害警戒
　　 情報発表

●大雨警報や土砂災害警戒情報が発表されたら、必ず確認！　　　

●自宅周辺が赤色（警戒）や紫色（危険）になったら、避難開始!　　　25



顕著な大雨に関する気象情報（気象庁）令和3年6月17日運用開始

「線状降水帯」による大雨の危機感を伝える情報
（警戒レベル４相当以上）

「線状降水帯」は積乱雲がほぼ同じ
場所で、数時間停滞することにより、
大雨となるもので、災害の危険度が
急激に高まります！

この情報が発表されたら、市町村の
避難情報やキキクル（危険度分布」
等を確認し、適切な避難行動を取っ
てください。

線状降水帯に関する情報のイメージ 線状降水帯の情報を補足する　　　　
図情報のイメージ

顕著な大雨に関する○○県気象情報

○○地方、○○地方では、線状降水帯
による非常に激しい雨が同じ場所で降
り続いています。命に危険が及ぶ土砂
災害や洪水による災害発生の危険度が
急激に高まっています。

※令和3年9月8日　運用開始後、県南で四国で初めて発表されました。

　令和4年6月1日　線状降水帯による大雨の可能性の半日前からの呼びかけ 26



地図情報、雨量情報、河川水
位情報、ダム情報、気象警
報・注意報、洪水予報、氾濫
警戒情報、水防警報、カメラ
映像等が確認できる。

避難に役立つ防災情報・・徳島県水防情報

地図情報

雨量情報

河川水位情報

ダム情報

潮位情報

気象警報注意報

洪水予報

氾濫警戒情報等

水防警報

カメラ映像

レーダー雨量

地図情報

27



避難に役立つ防災情報・・徳島県水防情報
河川水位情報

ダム情報 カメラ映像

28
                     那賀町ケーブルテレビで放映



徳島県土砂災害情報システム（徳島県）

土砂災害の危険度 雨の状況

拡大

●自宅周辺の土砂災害の危険度と雨の状況が両方わかる　　

29



徳島県土砂災害情報システムの新たな運用（R4.5.26)
「土砂災害危険度レベル」
　ＣＬ（土砂災害警戒情報の発表基準線）に加えて、住民がとるべき行動が一目で分かる「土砂災
害危険度レベル」を表示
　住民自らの判断による「早め早めの避難」を促進

徳島県土砂災害情報システム

ここをクリック

災害リスクの｢見える化｣

〇発表のタイミング
　２時間以内にＣＬ（土砂災害警戒
情報の発表基準線）を超過する見込
みがあるときに、土砂災害警戒情報
を発表

〇土砂災害危険度レベル
　危険度の推移を時間ご
とにグラフで表示
　各危険度レベルごとに
住民がとるべき行動を記
載

【イメージ図】
土砂災害の危険度を容易に確認

土砂災害警戒情報の考え方
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避難に役立つ防災情報・・川の防災情報（国土交通省）

31

　全国の川の水位や洪水予警報、レーダー雨量、河川カメラ画像などをリアルタイム
で提供している「川の防災情報」ウェブサイトがリニューアル（R3.3.23)

レーダー雨量（XRAIN) 河川カメラ

洪水予報・水位到達情報

気象警報・注意報・土砂災
害警戒情報 川の水位情報

ダム放流通知
洪水の危険性が高まってい
る河川

水害リスクライン

洪水ｷｷｸﾙ（危険度分布）

土砂ｷｷｸﾙ（危険度分布）



　施設における防災体制の例
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　避難訓練の種類・・組み合わせて行うことも可

332



　避難訓練の種類
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　避難訓練における留意点

35



タイムラインを作ろう！
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タイムラインってなに？

  台風が近づいてきて、
川の「はん濫」や「土砂災害」
が発生しそうになっています。

あなたは、あわてずに行動できますか？

37　事前に考えておく、避難計画のことです。

　災害が起きそうなときに、
余裕を持って逃げるために

　
「いつ」「何をするか」

大田区防災ポータルより



②台風が発生してから災害が発生する間に、様々な防災気象
　情報や避難情報が発表され、警戒レベルが１から５にアップ
　していきます。

①台風が発生し、日本列島に近づいてきます。
　すると、だんだん雨ははげしく、河川の水位も上昇し、
　３日後に災害が発生するとします。

タイムラインの台紙について
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タイムラインの台紙について
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アクションシールについて

  アクションシールは、台風の発生前から避難するまでの間に、
皆さんがとるべき行動をシールにしたものです。
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タイムラインを作成しよう！

アクションカード　　　　　　　　　

①平時にやっておくべきことを決める

②いつ避難するか決める

③②が決まったら、それまでに何をどのタイミング
　で行うかを決めていく

41



タイムラインを作成しよう！・・考えるヒント

42



　　千寿園における避難の課題

令和2年7月豪雨災害を踏まえた高齢者福祉施設の避難確保に関する検討会資料より43


